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サナトクマーラによる「より伶大なものjの教説(総本)

サナトクマーラによる「より偉大なもの」の教説

-Chãndogya-砂ani~ad-Bh均(YaVD和訳研究 (2) ChU.Bh.VD， 1~15ー

橋本一道

はじめに

Chal/dogylルUpal/i，¥'Gd(以下 ChU)第 VII1';1.には初期仏教との|州連性を考察する上で援要と

なる表現がいくつかみられる。

筆者はすでに、 Chu.vnのうち、その後二幹部(第 16節から第26節まで)と、それに対する
シャンカラ (Sailkara，700-750ω による註釈 (ChaJJdOl!J'a-Uf101li$ad-8hIl$)'tI、以下αlU.Bh.)の試訳

を行ったl。このChU.VII.16-26は、 ChU.vnで訟も重要となる「牧日 (bhuman)Jの教説を合

み、また、初期仏教と聞辿する「見る (..Jd凶)、 1mく(":釘11)、思う ("man)、認識するいサila)J

の凹語を用いたりよIm~.t知」表別などがみられる)，1，(で重要であった。木和は、 この教説へと

つながる ChU.VIIの前半部(第l節から第 15節)の試訳である。このChU.VU.1・15も、見附l

党知表現の一例がみられるという点や、 smaraの教説(倣Il)を合む点て・注目すべきであろ

フ。

ChU.Vllはサナトクマーラ (San<l蜘111am)がナーラダ (Narada)にアートマンの教説を説く

物語である。ナーラダは老齢のバラモンと考えられている20一方サナ トクマーラは、このウ

パニシャツドでのみ知られる思想家であり、こちらはラダクリシュナンなどによるとクシャ

トリヤと解されるようである。これにより、この二人の物語はウパニシャツドにおけるクシ

ャトリヤがバラモンに教えを授ける事例のーっと考えられる。そのliij半部となるChU.VII.I-

15は、ナーラダが「より偉大なもの (bhuyas)Jを若手ねるのに対してサナトクマーラが答える

という形式で、「名体 (nfunan)J を始めとする様々な、より日次な点理を)I~・i繰 りに説示すると

いう 内容である。シャンカラは、この間次・低次の関係をU(I'91こ原閃・結果の関係と併し、

結果よりも原|正|の方が{:'，¥大て・あるという立場からこの教説をfqlj伺tしている。

1 cr.拙稿 [2018J

2ナーラダという名前は、 Chu.vnの他にはAlhaJwlI'edaやAi1areya-Brahlllal}O、M，削(/jめ官房Sa1/lhilaで名iIlI
が見られる(畑山ur[1912a，p.445J)。またこのほか、彼ら二人の人物像についてはRadhal.:rishmUl[1996a， 

p.223J、今西 [1979，p. 27J、中村 [1990，pp.341・342Jなど参!IJI.
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凡例

・翻訳にあたって、シャンカラ註は [Up.1964]を底本とした。

-註釈のうち、 O，U本文の引用と見られる箇所には下線を附した。
-指示代名詞などが示す意味や、訳語の元のサンスク リット語といった意味上の有Ii足は()

で、和訳における文章の補足は()で示した。

ChU. ， ChU.Bh.VU. 1・15試訳
ChU.Vll. 1. I 

「教えたまえ、尊師よJと〔言って〕、ナーラダはサナトクマーラに近づいた。〔サナトク

マーラは〕彼(ナーラダ)に言った。「あなたが知っていること、それをもって私に教えを請

いなさい。それ以上のことを私はあなたに言おう。J

彼 (ナーラダ)は〔以下のように〕言った。

ChU.sh.VlI. 1. I 

究極的な真実を教示するという重要なことを専らとする第六詣であった。〔第六立は、〕ま

さに有 (sat)たるアートマンが単一であると確定することを専らとするものとして適してい

る。

〔第六4tでは〕有について、此岸的な変化を特徴とする諸々のl'L実が説示されたのではな

い。というわけで、次に、名称を始めとし生気を終わりとするそれら〔の諸真実〕を順に説

示し、またそれによって、盟笛と呼ばれる最高の其実を説き示そう。というわけで、月〔を

指す〕指を見るようなものである(拙hft則的ぬ血113V31)この第七草を始める。

有の此岸的な諸真実が説示されず、また有のみが説示された場合、〔有以外の〕他のものも

認識されていなし、かもしれないというゐE念が誰かにあるかもしれない。それ (鈍念)があっ

てはならないのでそれらを説示せんとす。

あるいは、階段をのぼるように、粗大なものから始めて、微紺|なものとより微細なもので

ある知党の対象を知らせて、それ以上の自身の王位い踊jya)3について私は瀧頂しよう。と

J ChU.VII. 25. 2 に「自ら統治する者 (svurJ~)J という語がみられるが、これを指していると考えられる
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いうわけで、名称などを説示せんとす。あるいは、名称などから順次に限定された〔より高

次の〕諸々の瓦実、そしてそれらの中でさらに高度な最も優れたものは豊富 (bhuman) と呼

ばれる真実である。というわけで、それ(位出という名の真実)を賛I嘆するために、名称など

を順番に説明する。

しかして(tll)、短篇物語 (ChU.VU本文)はJ，i高の知 (pamvidy

(cf. fHlf?~ [2018， p. 18，1:37])。

さて、この放に、まさに「アートマン」による等i立がある。まさにアートマンは下にある。ーまさに

アート7 ンはこの一切である。実に、このように見て、このように思い、このように認識しているそ

のような彼は、アートマンを楽しみ、アートマンと戯れ、アートマンと番い、アートマンによって歓

迎する。彼は自ら統治する者 (svarii<;l)となる。彼には一切の世界において自由な行動 (kam同1'0)

がある。しかし、これとは異なって知る者-たちは、彼らは他の王を有する者ーたちとなり、消滅する世

界を有する者たちとなる。一切の世界において、彼らには自rllな行!fI)Jがない。

この「自ら統治する者 (sva制)Jは|両院内にある「自由な行動 (kamaciim)Jという誌と|郊虫づけて理解

するベきであろう。 すなわち、自ら統治する・背 (svarrïçl) にと っては自rllt，J:行)f~J (kfunacara)があり、他

の主を有する者(，U1yarfti剖)には自由な行動がない (ak如mcfU"il)とされている。これは、ある範囲内で自

由に行動できることを、王が支配域内で自rLJに行動できることになぞらえているものと考えられる。お

そらくこの箇所を受けてであろうか、シャンカラは(yatha)kamaciimを「自国において主に自由な行動

があるように」と解する (ChU.sh.VII.1. 5)。

また、 ChU.VII.I・15の各所では「その範聞での自111な行動(yaUlflk<unucara)Jに「念恕する(lIpa-".ぉ)J

行為が結び付けられている(本文参!¥1;00r念怨する(lIpa-"[15) J は、ウパニ、ンャッド(lIpani~d) の語源

とも考えられている言葉であるが、その怠l沫は「至日存在と既知lの現象存在との等li'lJである (c仁井狩

[1969])。つまり、例えばVU.Iの場合、プラフマンと名約;を等mすると、世界における名称の範囲にお
いてのみの「自由な行動(yauliikamacara)Jがあるというのである。

前代インドにおけるウ.エーグ祭式は、宇宙の理法 (rm-)を知っていること (v吋a)に基づいて、世界

を動かしている型なる原~たるプラフマンに働きかけることによ って、世界をI栄作しようとする営みで

あった (cf.後藤 b∞8，p. 58]、中村 [1990，p. 148])。そして、ウバニシャツドの時代においては、 111に
祭式を行うことよりも、その?lll俗的意設を匁lることがill'}，l，i御されるようになった。すなわちここでは、

名跡が一切世界たるプラフマンであると念恕することにより、その世界(の一範囲)を支配しようとす

ることを示しているのではないか。そしてこのことが「自身の王位・統治権」として表されているのだろ

う。なお、興味深いことに、 ChU.VTIにおいては l・15節では戸山政おnacaraの語が用いられ、 j及終26節

(rj:~tJ (bh日man)Jの教説)においてはyaulaが付いていないkUlllacaraが用いられる。シャンカラもこ

の点に注目している (ChU.Bh.VJI. 25. 2)。これは、ト15節の段l析では統治が完全ではなく、yau泌が範聞

の伽JlIf~をする役割1Iを恨っていると考えられる。 そして、 r~~'，.;u のJ党地では、 yaÚlã のない完全な kãmaci闘

をiゆるという表現によって焚孜一如的境地を表しているといえるのではなかろうか。

4 [ChU.Di. p. 291]によると、これはアートマンの主11である。「アートマンの知を民喫するためにー短1荷

物誌が始められる (aonavid舛stut戸rtham…制lydyik加 bhY，IlC)J (ChU.TI.VII. 1. 1) 

なお、 Brahmasutraによると rtuJはそれより前の内容を除去する働きがあるという (95.1.3. 8-9)。こ

れに従うならば、この rluJ によって前文の~í~Çを賛嘆することを除去して、鼠終的に賛嘆されるべきな
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ある。

【fJJI】どうしてか。

【答】ナーラダは為すべきことを為した聖者であり、全ての知識を有していたけれども、ア

ートマンのことを知らないために嘆き悲しんでいた。まして、知に乏しく、善業をなさない

こと甚だしく、目的を達成していない他の人は言うまでもない。あるいは(段高の知を賛嘆す

るためのものであることに対して)、アー トマンの知の他には最高でより優れたものの達成手段

はないというこのことを明示するために、サナトクマーラとナーラダの短篇物語が始められ

る。

全ての知識 (vijnana)を達成する能力を具えているにも関わらず、聖者であるナーラダに

はより優れたもの(アートマンの知)はなかったので、品上の家系と知識と振る舞いを達成す

る能力を具えていることに基っ・いた慢心を捨てて、凡人の如くサナトクマーラに近づいた、

より優れたものの達成手段を獲得するために。これ故に、アートマンの知には倍高のものを

獲得する達成手段たる性質があると明示されたのである。

「教えたまえ、教えなさい、尊師よ、尊師よjと〔言って〕、実に、近づいた。教えたまえ、

というのは本文である。サナ トクマーラに、宿高の修行者であり(yogis明司111)最も尊師よ、

学識がある者に (b凶unisu町)5、ナーラダは、近づいた。作法通りに近づいた彼(ナーラダ)

に〔サナトクマーラが〕 言った。「何であろうと、アートマンに関してあなたが知っているこ

と、それをもって、それの説明をもって、私に教えを前いなさい、 「私はこのことを知ってい

る」というように。あなたに、あなたのために、私はそれ、あなたの知識より、以上のこと

を言おうJと〔サナトクマーラが〕言ったので、彼は、ナーラダは、 〔以下のように〕言った。

ChU.VIl. 1. 26 

のはアートマンの知であることを示していると考えられる。

5 brahm仲 aの諮は、Brhadara(卯 kn-[加叫αd(以下BλU). rnにおいて、グイデーノ、国(Videha)のジャ

ナカ王 (Janaka)が行った然記に集まったパラモンの中で、ヴェーダの知識に必も通暁している者

(創1ucanatama)に対して用いられる。そして、や11学論争 (brahm凶lya)に勝利するような者(ここではヤ

ージュニャグアノレキャ)がbrahn甘su1aにあたる。Bλu.mにおいてバラモンに対して用いられるこの穏を

サナトクマーラにあてている点から、シャンカラはサナトクマーラをパラモンとみていた可能性がある。

6この節には、当時のパラモンが学ぶべきとされていたのであろう種々の学問が列挙されている。各々 の

内容については I-Iorsch[19“， pp.9-42JやOljvclle[1998， pp. 563-5ω]などにて検討されているが、それ
でもこれらの意味は明確ではない。本稿ではシャンカラの註釈も踏まえて島訴代しているが、 Olivelle氏が

述べる通り、これにそのまま従うとi時ttit話14となるw名もある。したがって、特に具体的な命名と思し
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{ナ]~1師よ、 私は、 リ グ ・ヴェーダ(伊吋細川、 ヤジュル ・ ヴェーダ(y司tiurvedaJl1)、サーマ・

ウ事エーダ (samav蜘 11)、第凶のアタルウ.ァ〔 ・ヴェーダ) (抽抑制11caturtham)、第五の

伝説や古部 (itihasapw匂抑凶ωnarp)、諸ヴェーダについてのヴェーダ(知紛 (vωanfu]】

vωrup)、4巴E祭 (p町抑)、 tHI可(耐i1ll)、占 卜術 (ωV3l]1)7、宝探し術 (niめirp)8、討

きものはそれに示される内容についての教え一般を示していると解釈する。

なお、 BλU.lY.1.2， rv. 5. II(与0.4.10)にも類似する列挙がなされるが、当該凶所とは一致しない。凶ヴ

ェー〆までは両者とも共通しているが、 BλUではその後、凶グェーグ以外の文学的カテゴリーと考えら

れる，.lj!j生(itihasal，1pu耐抑vidyau阿li抑制)針。陥hs白廿fu:1ymlUV同陥凶耐ivyakh同nfU1i)油E続き、食ベ物や

飲み物なども誕列される。 これらは言jf;による払加す象(rv. l.2)や「大いなるrr-Lt:のl止~.(l11ah剖obhü凶ya

nii:lSvasi酬 )J(rY.5.11(今日.4.10))として述べられており、 ChUにおいて「学ぶべき学問Jとされている

ものとは性格が災なるようである。

また、クマーリラ (650-7∞頃)が伝統的な縦威のある学問を示すものとしてこの箇所を引例しつつ、

これに名を述ねない仏教は'ft.端であるというアナクロニズムの下、仏教を批判している (cf.古水口015，

pp.38-40J)。

7先行沢やシャンカラの註釈に従って市 ト術と説むが、 BλU、α心において daivaという語は、基本的

に「人間的な (111泊llI~)J と いう諸に対して f.fil l的なJ を怠l沫するものとして用いられる (cf. ßλU. 1. 4.1 7，

VL2.仏ChU.V1.4)。ただし学問として列挙されるときにliijじ窓味を持っかどうかは不明である。

S先行政において、 nidhiという語は f{阿t論Jや「宝探しJに解釈が別れる。この話はChU.河口3.21こ

もみらn..ここでは地聞にllJlまった賞金を示すt!.1床で用いられている。

しかるに、彼の〔ー肢の〕中で、生きている人々、そして死んだ人々、また彼が望んでいるが似てい

ない他のもの、その全てを、彼はここから去ってから.rw¥す。何故なら、ここにおいて彼の諸々の真
実なる欲望の対象は、虚偽によってなIい隠されているからである。

従って、例えば、助努を知らない人々が、 J~!蔵されたÿJ金という財宝 (hiraJ，1yru1Ïdhirp nihitam) の tを

や'I1J[も歩き凹つでも、彼らは〔それを)J.'i!.1lIさないように、まさにこのように、これらすべての生き

物は、日々 〔そこへ〕 行きつつもこのプラフマンの世界を見出さない。何放なら、〔すべての生き物

は〕虚偽によって邪泌されているからである。

シャンカラは 「黄金という1I-1宝Jを、人によって埋められた人為的な財宝と例嚇している。ChU.Bh.vn.

1.2同線、ここでも注釈にni小泊却司の語がmいられているため、 少なく ともシャンカラは両者にみられ
るnidhiを肉類のものと促えていたのであろう。

ChU.Bh.vm. 3. 2 

従って、その場合、例えば、黄金というJ!，j宝を、まさに必金を、 TIJひ可Rるために鹿蔵する人たちによ

って埋蔵されたのが財宝である。そのような坦!放された策金という財宝を、地面の下にj盟められた

ものを、場所を知らない人々が、;百々の発腕に|刻する救111によって財宝の財所を知ることのない彼

らは、財宝の上を何度も歩き回っても、財宝を見出さないように、〔それを〕知ることもできない。

シャンカラの解択のように人為的なJ!，j設を表すかどうかは不明であるが、この川例より、 nidhiは地耐に

緩まった財宝を探索する術を表すものと解釈できる。ただし、それが伝統的なバラモンの学問としてふ

さわしいかどうかについて疑問が残る。
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市術 (vakova!明n)、処世術 (cka抑制)9、事11の知識 (devavidyJq1)、プラフマン10の知識

(brahmavidya111)、桁鑑の知識 (bhutavidYdJl1) 11、兵法の知識(Icyi回vidY~lf!l) 、 天体の知識

(n訟.!iUIr'J吋dYdJl1)、蛇と天人の知識(拙凶州四間柄m)を学んだ。尊師よ、これを私は

学んだ。

ChU.Bh.vn. 1.2 

尊師よ、私はリグ・ヴェーダを学んだ(必hヴcrnj)、記憶した(れ凶mi).rあなたが知ってい
ることをJ12云々と、知識(吋oana)を問われたからである。

そのように、ヤジュノレ ・ヴェーグ、サーマ・ ヴェーダ、第四のアタルヴァ ・ヴェーダを、

〔アタノレグァは〕ヴェーダの言葉が主題であるから、第五のヴェーダである伝説や古認を、

マハーパーラタを第五とする (bharatapali叩 nan抑)、諸ヴェーダについてのヴェーダ(知謙)を、

文法学をも体制削)、という意味である。実に、文法学によって、名詞などに区別してリ

グ ・ヴェーダなどが知られるからである。

祖霊祭を、祖先に対する供養における規則を (s耐凶叫alμm).n術を、数学を包叩肌)。
立上笠主、 前兆に|刻する知識を (ut凶切ui1anam)。宝探し術を、マハーカーラなどの宝探しに関

する教えを (m山ftkaladini出i抱 tran】)。古口稲荷を、論理に関する教えを b白血加m)。処世術を、

処世に関する教えを (niti倫tram)。や11の知識を、語源学を (niruklam)。 リグ・ヤジュノレ ・サー

マと呼ばれるプラフマンについての知識である (brnh剛 a間制叫伊邪刈yaJ]l)7'"7 7?  

ンの知識を。〔それは、〕音韻学、祭式学、韻律学の集合である (si同蜘Ipacclu'md必cita州)。精

霊の知識を、府iffiに|刻する舎を (bhula加国m)。兵法の知識を、弓術を (dhallUIVC由m)。天体の

9 ckayanaの誇は、例えばBλU.lY.5. 12(=11. 4. 11)やChU.VU.5.2などにみられるように、被数のものがあ

るところて一つになることを意味するものとして用いられる。シャンカラによる角有沢を加味するならば、

これを政治的に人々を一つにまとめることを意味すると解釈できょうか。OliveUe[1998， p. 563Jは直前

のvfU(o時k戸mとの対比から、これをmonologuesと解釈している。

叩ここでのbralunanは、シャンカラの註釈に従うならば 「尖現力のあるpll~な言葉としての brnhlnanJ を

意味すると考えられる。(c仁後藤 b∞8，p. 62， pp. 65る6])
ただし、 brahmuvidyaという諮がBλU.1.4.9(BλU-M.1.4.20)においてみられるのであるが、。λU.1.4.9(BλU-M.1.4.20)
それから人々が2う。「プラフマンの知設によって (b凶lmavidyaya)(人Itllが〕一切になると人々が考

えるもの、それが一切になったということから、プラフマンは何を匁lったのか。J

こちらでは世界の級初たる中世原理としてのプラフマンの匁1殺を意味していると考えられる。

11 M崎 町1[1977，p.47Jによると、 rdClllollology.伽 eof出ccight brnnches of mωicinc dealing ¥viUl maladies 
ωu路 1bc demoniac p<邸側i∞ 」。ただしChUでは、:l!.!霊や鬼鍵の窓l床でJTIいられる bhutaはti'.R.の限り

みられない。

12 ChU. Vll. 1. 1 
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型塾主、 天文学を (ωlyau凶ti与抑a槌1叫I

の知識を弘、調香、 歌と舞、音楽、装飾品などの知識(伊1(lha)'lホlin(1yagitavddYaSilpadivり胸ani)を。

噂師よ、 これを、 全てを、 私は学んだ。

Chu.vn. 1. 3 

[ナ】尊師よ、このような私は型句を知っているのみで、アー トマンを知らない。実に、尊

師のよ うな人々から私が聞いたことは「アー トマンを知る者は憂苦を渡り越える (tarati

sokam aunavid) Jというこ とである。尊師よ、この私は明き苦しんでいる。尊師はこの私

を憂苦の彼j字へと波り越えさせよ。

〔サナトクマーラは〕彼(ナーラタフに言った。

【サ]何であろうと、 あなたが教わったことは、それは名称にすぎない。

ChU.Bh.VII. 1.3 

尊師よ、このような私は、全てを知っているけれども、型句を知っているのみである。言

葉の意味だけの知識を有しているのみであるという恕味である。実に、全ての言葉は〔意味

を〕表示するものにすぎない。そして、全ての表示するものは諸々の型句に含まれている。

型句を知っているのみであるとは、聖句を知る者、つまり祭式行為を知る者・とし、う意味で

ある。 何となれば、「諸々の祭式行為は諸型句において〔合一する)J14と後に述べるであろ

う。アー トマンをま刊らない、 手ムはアー トマンを知らない。

【対論者】アー トマンも、必ず諸型旬によって明らかにされるのに、どうして盟句を知る者

はアー トマンを知る者ではないのか。

【立論者】そうではなし、。表示するものと表示されるもの (abhidl曲 abh仙 eya)の区別は変化

するもの(叫kar司)であるから。アートマンが変化するものであるとは認められない。

【対]アー トマンもまた、アー トマンという言葉によって表示されるではないか。

【立】そうではない。〔なぜなら)rそこから言葉は引き返す (yatovaco nivartame) J 15 rそこに

日必nJ¥fa司Mantraagainst poison. (Monicr Williams Dictionary) 

S，叩avidya=Vi~1Vidyã =Toxicology 01" siencc( vidya) 01仰isons(vi~1). (Margarct [1977.pp.271.J36] )を踏まえて

「解議術Jと解釈した。

" ChU.VU.4. I 
15 .，aillirIj昨付加ni，s-ad.11.4
怒と共に〔ブラフマンに〕到達することなしそれから言話は引き返す (yato泌conivartante)。

ブラフマンの歓喜を知る者はいつ何時も恐れなし、。
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おいて他のものを見ず(yatrananyal凶:yati)J 16云々と天啓聖典にあるからである。

【対】その場合に、 アー トマン以前に、どのようにして「彼はアー トマンである」などとい

う言葉がアー トマンを恋蝉させるのか。

【立】これは過失ではない。身体を有する個別的なアー トマンという区別の対象に対して用

いられている〔アー トマンという〕言葉は、身体などがアー トマンであることを否定さ

れているところに残されている何らかのものを、言葉で表現できないものであっても

理解させる。

例えば、王に率いられる兵士が見られると き17、王が傘や幡や旗などに遮 られた場合、王

は見られていなくても「この王が見えるJという言葉の使用がある。その場合、「何がその王

であるのかjと王の特定を検討するとき、〔現に〕見られている一方のもの(傘や備や旗)が

(王であるというこ とが〕否定されているから、他方のものについて、王が〔直接〕見られ

なくても王だという確信が生ずるであろう。その如くである。

それ放に、このような私は型句を知っている、祭式行為を知っているのみである。そして、

全ての祭式行為と結果は変化するものであるので、私は変化するものを知るのみである。ア

ートマンを知らない。アー トマンの本来の自体(変化するものとなる前のさま)を知らないとい

う意味である。

これ放に「先生を有する人は知っている (a晶-yavanpun耶 veda)J 18云々と言われた。そ して

実に、これは、その身体を具えているアー トマンであり、これはiiijのもの(生気から成るアー トマン)に

属する。実に、認す置から成るアートマンは、そのようなこの意から成るアートマンと異なり、その内部に

ある。それ(認暗から成るアートマン)によってこれ(窓から成るアー トマン)は満たされる。

16 ChU.vll24. 1 
そこにおいて他のものを見ずも沼田nanyalpaSyati)、{自のものを11fIかず、 他のものを認識しない、それは

鐙留である。一方、そこにおいて他のものを見て、他のものを聞き、他のものを認識する、それは僅少で

ある。突に、段目であるもの、それは不死のものである。しかれば、 僅少なもの、それは死すべきもので

ある。…

17 [Up. 1964， p. 542)にはyau渇鉛厄ijikaydrt1dr昔yamanaydrt1認na凶I]1...とあるが、 [ChU.1934，p. 393]には

dがy副nana凶mがなし、。

18 ChU.Vl. 14.2 (ウッグーラカ ・アールニが‘ンュウ.ェータケートウに有 (sal)がどのようなものなのかを

説く。以下は、例え話として 「人は目隠しされていると、あちこち何皇ってしまってガンダーラ地方(有

の例え)には到述できない」という文脈に続くものである。)

tlttかが彼の目隠しを解いて、「この方角にガンダーラ地方がある。この方/11へ行きなさいJと言うと

しよう。〔すると、〕 彼は本識があり、 l硲IlJIなので、村から村へ尋ねながら、まさにガンダーラ地方へ

到達するだろう。まさにこのように、ここで先生を有する人は知っている (acary百VfUlpUI1碍ovωa)。

「私が解放されない限り、 その限りにおいてのみ、この〔私に〕 遅延がある。それから私は 〔有(刻)
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「諸々の言葉がそこから引き返すJ19云々と諸々の天啓盟典にある。

私が、私が、静師のような人々から、あなたと似ている人々から、 |mいたことは、会得し
た知識は、実に、以下のことであるから、すなわちアートマンを知る者は、憂苦を、心の苦

悩を、つまり目的が果たされていないという自覚を持っていることを渡り越える、凌却する、

であるから、この私はアートマンの実11を有していないから、おお、尊師よ、私はl嘆き背しん

でいる、向的が果たされていないという自立によって、常に苦悶させられている。この私を、

私を、憂苦の、憂苦の大海の、彼方に、果てに、尊師は、アートマンの知という舟によって

目的が県たされたという自覚に、波り越えさせよ、赴かせよ、 1!崎県に行かせよ、というJ:;J:味

である。

そのように言っている彼(ナーラグ)に〔サナトクマーラは〕 言った。「何であろうと、あ

なたが教わった、あなたが学んだことは、学問によって、その目的である知識は比略的に表

現されるので、あなたが知っていること、それは名体のみである。「変化するものとは言葉に

よる把握であり、名称である(吋幅削b

ChU.VD.I.4 

【サ】「リグ・ウ'ェーダ、ヤジュル・ヴェーダ、サーマ ・ヴェーダ、第四のアタノレウ'ァ 〔・ヴ

エーダ)、第五の伝説や古前L訪ウ.ェーダについてのヴェーダ(知湖、祖霊祭、r.r.術、

占卜術、 宝傑し術、討論術、処l!t術、やl'の知fi~ プラフマンの知識、おti鑑の知識、兵法

の知識、天体の知識、蛇と天人の知識とは、実に名称のみである。これは名称のみであ

る。名称を念想せよ。J

ChU.Bh.Yf!. 1. 4 

リグ・ヴェーダ、ヤジュル ・ヴェーダなどは実に名祢であり、これは名称のみである。ブ伊

へ〕人るだろうJと。

'9 7ail的加ーゆ訓前'ld.l1.4，性 15参照。

却 ChU.VI.4.1似 VI.2-4) (行 (sat)に関する枕乱有より熱、熱より水、 71くより食物というように創出さ

れた三つの色形のみが真実であり、火などは名手伝にすぎないという文脈。この後、火に代わって太陽、

月、'，11光について間際に説かれる。)

火の赤い色、それは熱の色であり、 〔火の〕白い〔色〕、それは水〔の色〕であり、 ωくの〕黒い 〔色〕、
それは食物〔の色〕である。

火から火という也却は去った。変化するものとは言葉によるJ肌!であり、名林である(V'acaramb1間町

vikaro I也nadhcyam)。三つの色というものこそ真実である。
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ラフマンの観念によって名称をプラフマンであると念想せよ。ヴィシュヌという観念によっ

て、像を〔ヴィシュヌであると〕念恕するかの如くに。

ChU.VII. 1. 5 

名称がプラフマンであると念娃!する (upa5tc)その者は、名称が及ぶ限り、そこにおいてそ

の者にはその範聞での自由な行動 (ymhakal11acara)があるだろう。名称がプラフマンであると

念怨するその者は。

【ナ】噂師よ、名物、より偉大なもの (bh日開)はありますか。

【サ]実に、名称より偉大なものがある。

【ナ】尊師はそれを私に話したまえ。

ChU.Bh.VII. 1. 5 

名称がプラフマンであると念怨するその者は、その人にとっての果報を聞きなさい、名称

が及ぶ限り、名林の領域に、そこにおいて、その名称の範囲において、その者にはその範囲

での自由な行動があるだろう、自国において王に自由な行動があるように。

名称はプラフマンであると念怨するその者は、という総括である。

尊師よ、名称より偉大なもの、より優れたもの、はありますか。プラフマンを見ること(知

党すること)に相当する〔名称以外の〕 他の何か、という意味である。サナトクマーラは言っ

た。「実に、名称より優れたものが必ずあるJと。そのように言われた彼(ナーラダ)は言っ

た。「もしあるならば、静師はそれを私に話したまえJと。

ChUにおける、七i;iの最初の節21

ChU.VI1.2. I 

実に、 言語 (vJc)22は名称より偉大て・ある。 言語はリグ・ウeエーダを知らせる。ヤジュル・

21 以下、同級の文訂が各~ごとにあるが、本，f{..iでは省略する。

2 シャンカラはこのv量cをrt触をJと解釈している。、官官は、 ChUにおいては基本的により包箔的な意味
での「言J~J を表すが、その一方で、このように機能 ・ 能力としての怒味を持つ vãc の用例がChU.V.1 な

どにみられる。そこでは涌c は視覚や聴党などと悶~Iに扱われる(また c[01U.VIll. 12.4るなど)。

01U.Y. 1.8 

言語は出て行った。一年間、旅に出た後で、それは帰ってきて包・った。「私なくして、どのようにし

てあなたたちは生きることができたのか。J(各生体諸機能は言った。)r(i};1[l能力によって〕諮るこ
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サナトクマーラによる「より俄大なもの」の教説(橋本)

ウeエーダを、サーマ・ヴェーダを、第四のアタルヴァ〔・ヴェーダ〕を、第五の伝説と古郡

を、諸ヴェーダについてのウeエーダ制服役)を、祖霊祭を、算術を、占卜術を、宝探し術を、

会陪餅怖を、 処世術を、相l'の知識を、ブラフマンの知識を、精箆の知識を、兵法の知識を、天

体の知識を、蛇と天人の知識を、天を、大地を、風を、虚空を、 7).くを、光を、事11々 を、人間

たちを、諸々の家畜を、諸々の烏を、草と樹木を、諸々の駄を、昆虫と蝶と蛾に至るまでを、

正義と不正を (dhanl1町ciidhanl1lll11)、真実と鹿偽を(鈎加l1ciin!1lll11)、普と不善を (sadhuciisadhu)、

心地良いものと不快なものを (hrdllY日jnWJ1cflhrdayaj日抑) C知らせる〕。

もし、 言語がなかったならば、正義と不正とは知らしめられないだろう。真実と虚偽、普

と不善、心地良いものと不快なものとは 〔知らしめられないだろう〕。実に、 言語だけがこの

一切を知らせる。あなたは言語を念想せよ。

ChU.Bh.VU. 2. I 

実に、言語は、言語とは機能 (in耐yrull，言語能力)である。舌般などの八つの発声器官にお

かれて、諸々の音を明示するものである。そして、諸々の音(音素)が名称であり、言語は

名称より偉大であると言われる。突に世IMlにおいて、原因は結果より偉大であると見られる

からである。例えば、父親が息子より〔偉大である〕ように、そのように。

向故、 言語は名称より偉大であるのか。答えて言った。言語は、リ グ・ヴェーダを知らせ

る。「これは、リグ・ヴェーダである」というように。そのようにヤジュル・ウ'ェーダなどを

同様に 〔知らせる〕。心地良いものを、好ましいものを。その反対である不快なものを印1ら

せる〕。けれども、もし言語がなかったならば、正義などは知らしめられないだろう。言語が

存在しないとき、学聞は存在しない。学問が存在しないとき、その意味を聞くことは存在し

ない。それを聞くことが存在しないとき、正義などは知らしめられないだろう。知らされる

ことはないだろうという意味である。

それ放に、実に言語は、音を発音することによってこの一切を知らしめる。これ故に、 言

諾は名称より偉大である。それ故に、あなたは言語をプラフマンであると念想せよ。

ChU.Vll.2.2 

【サ】言語をプラフマンであると念想するその者は、 言語が及ぶ限り、そこにおいてこの者

となく、〔しかし〕 生気によってi呼吸しながら、視:l"i:によって見ながら、聴覚によって聞きながら、

窓によって飾慮しながら、 仁lの利けない人のように、このように〔私たちは生きることができた)oJ

言語能力は〔身体に〕入った。
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にはその範囲での自由な行動があるだろう。言語がプラフマンであると念想するその

者は。

【ナ]噂師よ、言語より偉大なものはありますか。

【サ】実に、言語より佑大なものがある。

【ナ]尊師はそれを私に話ーしたまえ。

ChU.VIl.3. I 

突に、 意 (manas)おは言語より偉大である。挙が二つのアーマラカ〔の実〕、あるいは二つ

のコーラ〔の笑〕、あるいは二つのアクシャ〔の突〕を包みこむように、意は言語と名称を包

みこむ。人が窓によって「私は型句を学びたいjと意欲する (manasyati)とき、そのとき人は

〔盟句を〕学ぶ。「私は諸々の祭式行為を行いたいJ(と官欲するとき、〕そのとき人は〔祭式

行為を〕行う。「私は息子や家畜を求めたいJ(と意欲するとき、〕そのとき人は〔息子や家蔀

を〕求める。「私はこの世界とかの世界を求めたいJ(と意欲するとき、〕そのとき人は〔この

世界とかの世界を〕求める。実に、意はアートマンであるからである。実に、芯:は世界であ

るからである。災に、立はブラフマンであるからである。あなたは芯を念恕せよ。

ChU.Bh.VII. 3. I 

窓は、 意欲すること (manお抑m)によって限定された内的締官 (311叫的問問1)であり、 言

語より伴大である。それは意欲する働きを有し、 言語を言語の対象に対して働かしめるから

である。そのため、 言語は窓に合まれる。そして、 何か (x)が何か (y)に含まれる場合、

YはXを駆っているから、Xより偉大である。

世間において拳が二つのアーマラカ〔の実〕を、果実を、あるいは二つのコーラ〔の実〕

を、斑の突を、あるいは二つのアクシャ〔の突〕を、ピピータカ(町邸蹄~)の実を、包みこ

む。拳が二つの果実を覆う。つまり、拳の中にそれら二つが含まれたのである。そのように、

言語と名体を、アーマラカ〔の実〕などのように、意は包みこむ。人が、人間が、あるとき

に、意によって、 内的知宮によって意欲する。意欲することとは言葉を発しよ うとする観念

(発話意図)である。どのようにかというと、 「私は型句を学ひ・たい、唱えたいjと、このよ

2l 01Uにおいてmanasは、sarp-*Ipや.Jdhyaiなと・の!忍考にl関わる「!Sl考器官J(c( ChU.1. 2. 6， U. 22. 2， 

BλU.II.4. II=IY. 5. 12)や、能力としての111床を持つであろう「思考」そのもの (c(ChU.VJ. 15. 1・2)を

表す。今西 [1979，pp.10・11Jは、この.Jmanasyaによって限定される manasを「窓欲lを意味するものと

解釈している。
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うに発話意図を起こしてから、そのとき人は〔型句を〕学ぶ。

同線に、諸々の祭式行為を行いたいとき、行動しようとする観念(行動意図)を起こしてか

ら、そのとき人は〔祭式行為的行う。息子と家市を求めたいとき、獲得願望を起こしてか

ら、それを獲得するための手段を実行することによって、そのとき人は 〔息子や家畜を〕求

める。 息子などを脳与するという意味である。問機に、 この世界とかの世界とを手段によっ

て求めたいとき、それを蛸写するための手段を尖行することによって、そのとき人は 〔この

世界とかの世界を〕求める、f舶与する。

実に、意はアートマンである。訟があるとき、アートマンには動作者性と享受者性があり、

それ(意があるとき)以外では〔そのようなことは〕ありえない、というように、意はアート

マンであると言われる。実に、怒は世界である。実に、窓が存在するときにのみ世界(この

世界とかの世界)があり、それを1並併するために手段を実行することもある、というように、

実に、意は世界であるから、それ故に、実に、意はプラフマンであるから、そのようである

から、あなたは訟を念想せよ。

ChU.Vll. 3. 2 

【サ112はプラフマンであると念恕するその者は、121が及ぶ|恨り、そこにおいてこの者には

その範囲での自由な行動があるだろう。恕がブラフマンであると念想するその者は。

[ナ】尊師よ、恕よりも'広大なものはありますか。

【サ】実に、 JJ.より(i広大なものがある。

【ナ】尊師はそれを私に話したまえ。

ChU.vTl.4. I 

実に、意図(叩]1kal凶)討は15:より的大である。人は怠図する(刷l1kalpayate) とき、そのと

き意欲する。そのとき、言語を促し (irayati)、また、名称に対してそれ(言語)を促す。諸型

句は名称において合一し、諸々の祭式行為は諸盟句において〔合一する〕。

目他にも種々のm例はみられるが(C(BλU.I. 3. 6， 5. 3， 11. 4. II持rv.5. 12， Vl. 1.5， ChU.1. 2. 6， VIlI. 1.5，2. I・
IO，etc. )、鉛I]1kalpaの窓味は難解である。(cf.今西 [1979，pp.11・12J，Olivellc [1998， p. 565J) 

また、組J]1kalpa について、シャンカラが r~図とは、自や背などを区別することによって、自のjjíjにあ

る対象を分別することである (sa!pkalpaJ.1pmtyupasthitavi;;ayavikalpana!]1 suklaniladibhedena) J (8λU.Bh.1.5. 

3， [Up. 1964， p. 698J)という解釈を施している問所もある。
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ChU.Bh.VII. 4. I 

実に、窓函は意より偉大である。意図は、芯ゆ;することを有する内的器官(=窓)の機能

(叩ti1))であり 、為すべきこ とと為さざるべきことの対象を区別して判断すること

(畑町蜘navy百時ayavibl均，cnasam叫 lanam)である。実に、区別によって判断された対象があ

るときに、何かを為さんとする観念が、意欲することの直後に生ずるからである。

U間】どのようにか。

【答]人が意図する、為すべきことなどの諸々の対象を、「これは為すべきであるJと区別す

るとき、そのとき、人は意欲する。諸型句を学びたい云々というように。

そのとき、直後に、聖句などを発音することに対して言語を促す。そして、また、それを

(言語を)名称に対して、名称を発する原因である発話器図を起こしてから促す。名称にお

いて、普遍的な名称において、諸型句は、特殊な古-戸は、合一する、〔諸型句が名称に〕含ま

れるという意味である。実に、普遍的なものに特殊なものは含まれるからである。

諸盟句において、諸祭式行為は合一する。諸盟句によって明示された諸祭式行為が為され

る。盟句に基づかない祭式行為はない。型句の明示によって実在性を得ることになる正しき

祭式行為であるものは、 プラーフマナによって、これ(祭式行為)はこの果報のために為され

るべきであると規定される。諸々のプラーフマナにおいて、諸祭式行為の言及が見られるこ

とも、それもまた、諸聖句の中で得られた実在性を有する祭式行為のみを明らかにするもの

である。実に、盟句によって明示されないいかなる祭式行為も、プラーフマナにおいて言及

されることは見られない。

世間において、祭式行為は三つのものによって鋭定されているということは一般に認めら

れている。三つのものという言葉は、 リグ・ヤジュル ・サーマのことである。そしてアタル

ヴァ (・ヴェーダ〕の場合は、諸聖句における諸祭式行為は詩人たちが見たものである。そ

れ放に、諸型句において、諸祭式行為は合一するという ことは適切である。

ChU.VTI.4.2 

実に、そのようなこれら(意など)は、意図において合一し (tiiniha恰幅m知悼d開ikayana川)

お、窓l以|を本質とし、窓図を拠り所とする。天と地とは意図した。風と虚空とは意図した。

7tくと光熱とは意図した。雨はそれら(天、地、 j瓜、 l経主、水、光熱)の意図のために意図する。

21 BλU.lV.5.12(与11.4.11)には「そのように、怠は一切の意図が合一するところである。 (CV3JTIsac¥'，匂ゐp

sarpkal凶larpmana eka戸田m)Jとあり、ChUのこの節所と比べると関係が逆になっている。c[今西[1979，

p.lI] 
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雨の意図のために食物が意図する。食物の意図のために諸生気は意図する。諸生気の意図の

ために諸型句は意図する。諸型句の意図のために諸祭式行為は意図する。諸祭式行為の意図

のために世界は意図する。世界の意図のために一切は意図する。そのようなこれが恕図であ

る。あなたは意図を念想せよ。

ChU.Bh.VII. 4. 2 

実に、そのようなこれらは、意などは、意図において合一し、意図における単一 (eko)、

すなわち〔意図へ〕行くことらyan抑)、〔意図へ〕行きつくこと (gal11lli1lli]1)、つまり〔意図

への〕帰滅 (pra1ayo)を有するもの、それらがな図において合一するものである。意図を本質

とし、生起において (utpattau)、怒図を拠り所とする、持続において (sthitau)。天と地とは意

図した。実に、〔天と地が〕意図を為したごとくである。天と地とが天と地がであり、天と地

が不動である と特徴づけられる。同様に、風と虚空とは意図した。それらニつもまた、意図

を為したごとくである。同様に、水と光熱はな図した。自身の本体として、 不動であると特

徴づけられる。

なんとなれば、それらの、天と地などの、意図のために、〔天と地などの〕意図を原因とす

る雨は意図する、能力があるものとなる。問機に、雨の意図のために、〔雨の〕意図を原因と

する食物は意図する。実に、雨から食物が生じるからである。食物の意図のために諸生気は

意図する。諸生気は食物から形成された、つまり食物が支えているからである。「貨物は綱で

ある (anmupd加 a)Jお云々と天啓盟典にあるからである。それら(諸生気)の意図のために諸

聖句は意図する。生気を持つ者が諸聖句を学ぶのであって、カなき者が〔学ぶの〕ではない。

実に、諸型句の意図のために諸祭式行為は、諸盟匂によって明示された、〔諸盟句に従って〕

執行されている供火祭などは意図する、巣報をもたらす能力があるものとなる。

そういうわけで(諸祭式行為の意図のために〕、果報たる世界は (Iokal))怠図する。〔世界

が)(祭式〕行為と行為主体を内属させるものとして、能力があるものとなるとしづ意味であ

部 SOI11[2∞l，p.622]によると BλU.JJ.2.1の引用である。しかし、BλU.1J.2.1もまた9l1t解であり、シャ
ンカラがこれを引用する窓図もやl然としない (dOIivelle [1998， p. 5∞J)。以下に本文と、参考として岩
本 [2013，p.I99Jの訳を示す。

yo ha vai SiSLU]1 sadh如 出']1sapratyadh刷 ]1拙 lhul，1抑制 IfUnal]lvα1a叫 taha dvi¥illlO blmilyvyan av，副llt;laddhiI 
ayru]1 vava sisur yo 'yat]1 l11udhyrunal.1 prdJ)al) I tasyα1run eVacU1anat11 i伽]1pralyadhanat]1 prdJ)ah sthW)ann制]1
dfunall 

この側生の幼!w¥を、その住処、その小屋、その燃がれる杭および制と共に知る者は、似惑の心をもっ

七人の敵を駆逐する。まこと、この幼獣とはこの中央の気息であり、これ(身体をさす)はその住処

であり、 これ(如をさす)はその小屋であり、気息はそれを禦ぐ位、食物はその制である。
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る。世界の意図のために一切は、世界 ~agat) は、意図する、完全な自体のために 〔能力が

あるものとなる〕。 実に、そのような、最終的な果報であるこの一切の世界 ~agat) は、それ

は全て怒図を板本とする。故に、〔これら一切より〕優れたそのようなこれが意図である。故

に、意図を念想せよ、と言って、それ(意図)を念想する者の果報を述べた。

ChU.vU. 4. 3 

意図をプラフマンであると念想するその者は、彼は梢想、された諸々の世界に、確聞たる

〔彼〕は確固たる〔世界〕に、拠り所のある〔彼〕は拠り所のある〔世界〕に、不安のない

〔彼〕は不安のない〔世界〕に到達する。 jj図が及ぶ限り、そこにおいてこの者・にはその範

聞での自由な行動がある。意図をプラフマンであると念想する者は。

【ナ】尊師よ、意図より偉大なものはありますか。

【サ】実に、意図より偉大なものがある。

【ナ】耳字師はそれを私に話したまえ。

ChU.Bh.Vll. 4. 3 

窓図をプラフマンであると、プラフマンの自視念によって念想する者は、構想された 〔世界〕

に、創造者によって、この人にはこれらの世界は果報であるというように構想された、判断

された、すなわち意図した (世界〕に、彼は、知者は〔到達する〕。そして確固たる〔彼〕は

確固たる〔世界〕に、昨固としていないことに限りがないのに比べて、常住な〔世界〕に 〔到

述する〕。世間の人が確固としていないとき、世界について、確聞たるものという構想は無意

味である。というわけで、確固たる者であるとき、拠り所のある〔世界〕に、資産を備えた

〔世界〕に〔到達する〕、という意味である。そして、家畜や息子などによって、拠り所を得

ていると自身で見ることにより、拠り所のある〔彼〕は、自分自身の資産を備えた〔彼〕は、

不安のない 〔世界に〕、敵などのi附布を欠いた 〔世界〕に、そして不安のない〔彼〕は自ら到

達する、獲得する、という意味である。意図が及ぶ限り、芯図の領域である、そこにおいて

この者にはその範囲での自由な行動がある、自身の意図の〔領域〕であって、 〔他の〕一切

〔の人〕の意図の〔領峨〕ではない。より高い果報と矛盾するからである。意図をブラフマ

ンであると念想する者は云々は以前と同様である。

ChU.V日.5.1

実に、心 (citta)は怠図より偉大である。突に人が思慮する (cetayate)とき、そのときその
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人は意図する。そのときその人は芯欲する。そのときその人は言語を促す。また、名称に対

してそれ(言語)を促す。 名称において、部盟句は合一する。部型句において、諸祭式行為

は〔合一する〕。

ChU.Bh.VIJ. 5. I 

実に、心はな図より的大である。心とは、 思l曲する主体たること(∞tayitrtvUl11) であり、し

かるべき時に応じた観念を持つこと (p福州ailanur恥刷havattvllm)であり、過去や未来の対象

の有用性を検討する能力(山首1agatav仰仰向山而阿川nanhy直111)である。そしてまた、そ

れは意図より偉大である。

[問]どうしてか。

【答】得られた司噌?を「このようなこれが何られたJと思慮するとき、そのときに、それを

受け取るために、あるいは捨てるために、そのときその人は怠附する。そのとき意欲する云々

は前と同憾である。

ChU.VH. 5. 2 

実に、そのようなこれら(恕凶など)は心において合一し、心を本質'とし、 心を拠り所とす

る。それ放に、たとえ多くを知っていても、心がない者であるならば、まさに「この人は存

在しない」 と人々は彼に言う。「彼が何を知lっていても、あるいはこの人が知者であるなら

ば、この~[1 くに心がない者ではないだろう J (と彼らは言う〕。しかし、もし知識が少ない人

が心を有しているならば、実に人々は彼 〔の言うこと〕を|止にうとする。心は実にこれらの

もの (名称、ゃ古穏なと・の)の合一するところである。心はアートマンである。 心は拠り所であ

る。心を念恕せよ。

ChU.sh.vn. 5.2 
これらは、 :rJ.凶を始めと し行為と結果 (kannaphala)を終わりとする諸々のものは、心にお

いて合一し、心を本質とし、心から生起し、心を拠り所とする、心において持続する、とい

うのも前27と問機である。さらにまた、心には威厳がある。心は意図などのi恨本であるから、

それ故に、たとえ多くを知っている者、多くの型~を熟知1 している者でも、心がない者ーであ

るならば、しかるべき(11年に応じた〕 云 2々8という思服する者としての能力を欠いているな

らば、そういう能力がある世間の人々は、まさに「この人は存在しない、脊在していても、

幻 ChU.VlT.4. 2 
18 ChU.Bh.Vn. 5. 1 
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存在しないに等しい」と人々は彼に言う。そして、彼が何を、何らかの聖典なと・を知ってい

ても、聞いたとしても、それもまた彼にとっては虚しいだけであると語る。

【問】どうしてか。

【答]もし、この人が知者であるならば、この如くに、このよ うに、 心がない者ではないだ

ろう。それ故に、この人にとっては、聞いたことであっても、 全く聞いていないと人々は言

うという意味である。 しかし、もし知識が少ない人であっても、心を有しているならば、彼

〔の言うこと〕を、 彼が言った意味を把慢するために、人々は聞こ うとする、聞くことを求

める。そしてそれ故に、心は実にこれらのものの、意図などの、合一するところである云々

というのは前と問機である。

ChU.VU. 5. 3 

心がプラフマンであると念想する者は。彼は思慮された諸々の世界に、確固たる〔彼〕は

確固たる 〔世界〕に、拠り所のある〔彼〕は拠り所のある〔世界〕に、不安のない 〔彼〕は

不安のない〔世界〕に到達する。心が及ぶ限り、そこにおいてこの者にはその範囲での自由

な行動がある。心がプラフマンであると念想するその者は。

{ナ]功ー師よ、心より偉大なものはありますか。

[サ】実に心より偉大なものがある。

【ナ]尊師はそれを私に話したまえ。

ChU.Blt VII. 5. 3 

思慮された 〔諸 の々世界〕に、〔思胞が〕在iみ重ねられた〔世界〕 に、賢者の性質によって、

彼は、心を念想、する者・は、確固たる〔世界〕に云々 は印刷こ〕述べられた意味を有する。

ChU.V日.6.1-2

実に、静l畠(dhy;um)は心より的大である。大地は静l起する (dhyaY31i)かの如くである。空

は静l也するかの刈 くである。天はm~.服するかの如くである。 7)(は11事l低するかの如くである。

山々は静慮するかの刻|くである。相11と人ILIIたちは静慮するかの如くである。それ放にこの世

で人々の偉大さを いahat泊111) 得る人々は、彼らは実にi'f~.胞によって得られるものの一部を有

する者のようになる。一方では低劣な者たちが、争いを好み、時1劣で、 他人を誹務していて、

他方では有力な人々が静慮によって得られるものの一切lを有する者のようになる。的l畠を念

想せよ。
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静慮がプラフマンであると念想するその者は、静応が及ぶ限り、そこにおいてこの者には

その範囲での自由な行動がある。静l畠がブラフマンであると念想するその者は。

【ナ]尊師よ、 it浄慮より偉大なものはありますか。

【サ】実に、i'ltt慮より偉大なものがある。

【ナ】尊師は、それを私に話したまえ。

ChU.Bh.VU.6.ト2

実に、静慮は心より偉大である。静胞とは、型典で述べられた神絡などという諸対象に対

して不動て喝り、異なる種類の〔観念〕によって妨害されない観念の連続(儲troktadevatady-

刻印n凶l~Vacalo bhin叫atiyair組制ltan叫pratyayasar!ltam吻)である。人が一意尊心なること (ckagrata)

と言うようなものである。そして、静慮の!蜘i殺が結果として見られる。

【問]どういうことか。

【答]例え，:r、修行者(yogi)が静胞の県報を得るときに的脂しつつ不動となるように、その

ように大地は静慮するかの如くである、不動であると見られる。空は静庖するかの如くであ

る云々は他のものと同線である。や11と人々ということで神と人々は、 あるいは人々はや11と等

しいということでや11に等しい人々は、寂静などの性質を備えた人々は、神としての自体を捨

てないとし寸意味である。そのように、より優れたものが静応であるから、それ故にこの世

で、この世界で、人々の、実に、諸々の財産によって、あるいは知識によって、あるいは諸々

の性質によって、偉大さを、14りミ性を、得る、財産などという偉大性の原因を得る、という

窓l味である。

静慮によって得られるものの一部を有する者のようになる、静慮の賜物である得られるも

のとは、 i怜慮の果報として得るものであるので、それ(一昔11)はその (lHられるものの)一部、

つまり構成要紫であり、 何らかの小部分である。静応の架報として得るものの小部分を有す

る人々のようになる、という意味である。彼らは〔静胞によって得られるものの一部を有す

る者〕のようになる、彼らは不動であるように特徴づけられ、下劣な人々であるように〔特

徴づけられるの〕ではない。 一方で、しかし、僅少な者たちが、下劣な者たち、何であって

も財産などの的大性の一部分も得ていない者たちは、彼らは前述〔の内容〕に反する者たち

であり、争いを好み、争いを習慣とし、卑劣で、他人の過失によって絢iき、他人を誹務して

いて、そして、 |燐人に関係した他人の過失のみを話すことを習附とする者たちである彼らは

誹誘する者たちとなる。他方では、財産などを原因とする偉大性を御た者たち、彼らは他の

者たちに対して優れているので、有力である者たちが、知識を持つ先生や最も優れた王など、
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静慮によって得られるものの一部を有する者たちのように〔なる〕云々というのが述べられ

た意味である。放に、静慮の偉大性 (mahallvam)が結果として見られる。故lこ心よりf相乙で

ある (bhuyas)。放にそれを念想せよ云々というのが述べられた意味である。

ChU.Vil.7. I 

実に、認識(吋ilaIJa)は的慮より偉大である。人は認識によってリグ・ヴェーダを認識す

る。ヤジュノレ ・ヴェーダを、サーマ ・ウeエーダを、第四のアタノレヴァ〔・ヴェータコを、第

五の伝説と古詩を、諸ヴェーダについてのヴェーダ(知識)を、祖霊祭を、f.l~術を、占ト術

を、宝探し術を、討論術を、処世術を、事l'の知識を、プラフマンの知識を、利霊の知識を、

兵法の知識を、天体の知識を、蛇と天人の知識を、天を、大地を、風を、虚空を、水を、光

を、やl'々 を、人間たちを、諸々の家畜を、諸々の烏を、草と樹木を、諸々の獣を、昆虫と蝶

と蝦に至るまでを、正義と不正を、真実と虚偽を、普と不替を、心地良いものと不快なもの

を、食物と飲み物を、この世界とかの世界を、認識によってのみ認識する。認識を念想せよ。

ChU.Bh.VIl.7. I 

実に、認識は静慮より偉大である。認識は、聖典の意味を対象とする知識(拘同rtha吋$lI戸m

jnaIJaTl1) である。それ(宏ぷ紛は静l雌の原因であるから、静凪より{i'f-*なものである。どうし

てそれがより偉大であるかというと、認識によってリグ・ヴェーダを認識する。「これがリ

グ・ヴェーダであるJというように、認識膿拠たるものによって対象の知識を有するような

ものが側道の原因他殺〉である。ヤジュノレ ・ヴェーダなども同様である。さらにまた家畜

などを、そして型典で実証された正義と不正を、普と不普を、世間的に実証されたものを、

あるいは記憶聖典に基づいたものを、そして、全ての不可視の対象を認識によってのみ認識

する、という意味である。それ故に、認識が飾雌より偉大であることは適切である。故に認

識を念想せよ。

ChU.Vil.7.2 

認識がプラフマンであると念想するその者は、実に、彼は諸々の認識を有する世界に、諸々

の知識を有する (1立界〕に到達する。認識が及ぶ限り、そこにおいてこの者にはその範囲で

の自由な行動がある。認識がプラフマンであると念想するその者は。

【ナ】尊師よ、認識よりも偉大なものはありますか。

【サ】実に、認識よ りも偉大なものがある。
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[ナ]尊師はそれを私に話したまえ。

ChU.sh.VU. 7.2 

念想の巣報を聞きなさい。認識を有する者は、認識があるような世界において、そのよう

な認識を有する世界に、そして知識を打する〔世界〕に到述する、獲得する。 認識 (vリ11anam)

は出典の%1.1沫を対象と し、知識 。耐削)はその他を対象とする知l性である。それ (認満や知!

減)を有する諸々のものと関連づけられた諦世界を制る、 というぷ味である。認識が及ぶ限

り云々は前と同様である。

ChU.VII. 8. 1-2 

実に、力(baIa)は認識より偉大である。実に、カを有する一人は、認識を有する者たち両

人をもiGえさせる。人が力を有する者となる とき、そのH寺人は立ちtがる者(u吋泊la)となる。

立ち上がる手?は〔師匠に〕奉仕する者 (paricarila)29となる。 〔自m肝に〕奉仕する者は師事する

者(lIpasallli)となる。 師事する者は見る者 (dn時!a)となる。 11Hく者(的la)となる。思う者

目先行沢では pari-~car の;(?I沫は 「仕える J と 「動き 図るJ Iこ断?4J~が分かれる。 ChU の他の用!y1!I立以下の

!lfl くであるため、 これに従って当該文脈での pari-~，ωr を「奉仕するJ と前駅する。

ChU.rV.4.2 
彼女(母ジャーパーラー)は、彼(サティヤカーマ ・ジャーパーラ)に言った。

[f，'J:]愛しい子よ、払は、あなたがどんな姓なのかということを知らない。私は若い頃に〔男たちと〕

多く性的な関係を持つ下女 (開ricaril)i)であった時にあなたを似た。

そのような私はあなたがどんな姓なのかということを知らない。しかし、私はジャーパーラーと

いう名前である。あなたはサティヤカーマという名前である。それ放、あなたはサティヤカ-'7・

ジャーノfーラと言いなさい。

ChU.VUI. 8.4 

〔神々 (dcva)の代表インドラと鬼神たち (asllra)の代表グィ ローチャナが、71<般にl映った自分の姿

を見てアー トマンだと誤解し、そのままブラジャーパティのも とを去ってしまう。すると、〕

-人 (イン ドラとグィローチャナ)を見送ってから、ブラジャーパティは言った。

{プ】彼らニ人は、アートマンをJ巴握することなく、 〔アー トマンを〕 見い出すこ となく去る。 神々

であれ、あるいは鬼神たちであれ、これ(水自主の中に見える自分自身)をウパニ・ンャッ F(向山)

としてイTするであろう二人のうちどちらか、彼らは{波滅するだろう。

心が完全に.Il静となったかのウ.イ ローチャナは、 !なpllたちの所へ向かった。彼は、彼らにこのウパニ

シャツドを告げた。

【ヴ】 この世において、 喜ばせるべきは自分自身である。 ~~ffi されるべき (pariωヴa) は自分自身で

ある。この世において、 人がまさに肉分自身を忍ばせ、切迫している (paricarat)ときに、この

世界とかの世界の両方をf~~る。
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(man凶)となる。知る者 (bωω)となる。行ずる者 (karta)となる。認識する者(吋j仮瓜)

となる。

実に、カによって大地は存続する。力によって空は存続する。ブJによって天は、カによっ

て山々は、カによって神と人間たちは、カによって諸々の家苗は、諸々の烏は、主主と続財ミは、

諸々の猷は、昆虫と蝶と蛾に到るまでは〔力によって存続する〕。力によって世界は存在す

る。カを念想せよ。

力がプラフマンであると念想するその者は、力の及ぶ限りそこにおいてこの者にはその範

囲での自由な行動がある。カがプラフマンであると念想するその者は。

【ナ]噂師よ、カより俄大なものはありますか。

【サ]実に、力より偉大なものがある。

【ナ]~y-師はそれを私に話したまえ。

ChU.BhVll. 8. 1-2 

実に、カは認識より{京大である。カとは、食物の摂取によって生まれたもの(飢nopaY'ψ ー

janiω11)で、訟の認識の対象につし、て思い浮かばせる能力 (mru1ぉo柳 町epmtibhanasaJ削 hyam)

である。 実に、食物を有していないから r~1:敬すべき者よ、リグ〔 ・ ヴェータつなどは私〔の

心〕に全く思い浮かばない(暖凶nina vai ma pratibhanti bho ili) J 30と天啓聖典にある。また、身

体においてはそれ(カ)は立ち上がるなどの能力である。何故ならば、 カを有する一人の生

物 (p雨明)が認識を有する百人をも震えさせる。例えば、狂った[i{が集まった百人の人間た

ちをも(~えさせる〕 ように。このように力は食物などのお{取を原因としているから、それ

放に人が、人|叫が (pu叫め)、カを有する者、カを所有する宅?となるとき、その時人は立ち上

がる者、立ち上がることの動作者となり、そして立ち上がる者は先生たちと師匠に〔師匠に〕

奉仕する者、 〔師匠に〕奉仕すること、すなわち 〔彼らの教えを〕開こうとすることの動作者

となる。そして求め歩く者は師事する者、彼らと行動を共にし、同居して、寵愛を受ける者

となる、という意味である。

珂 ChU.VI.7.2 

彼(シュヴェータケートゥ)は十五日間食べなかった。それから彼は彼(父ウッダーラカ ・アールニ)の

近くIこ座った。

【シ] 尊敬すべき~.よ、私lま何を語ろうか。

【ウ]愛すベき者よ、 リグの詩旬、ヤジュスの祭詞、サーマンのHi}(1むを (3苦れ〕。

【シp.!If.~放すべき者よ、それらは私〔の心〕に全く思い浮かばない (navai ma pmtiblllulti bho iti) 0 
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そして、 師事する者は、〔先生の〕近くで、〔共に〕行動する者は、一意専心して、先生や

他の教師たる師匠を見る者となる。それから、彼らが言ったことを聞く者となる。それから、

彼らによって言われたことを〔言われた〕通りにJ.!])f!Jr(するので、〔その〕理解から思う者とな

る、思っている者である。そして知る者となる、「これはまさにこの如くである」というよう

に。それから、そのように決心して、彼らに言われたそのことについて行ずる者、実践する

者となる。認識する者、実践の結果を経験する者となる、という窓l床である。さらにまた、

カには威厳があり、笑に力によって大地は存続する云々というのが、直接の怒l床である。

ChU.VlJ.9. I 

実に、食物 (ruma)はカより偉大である。それ故に、たとえ十日間の夜の間食べなくて、

しかし生きていたとしても、そのとき、彼は見ることも、 111-1くことも、思うことも、知るこ

とも、行ずることも、認識することもできない者となる。しかし、食物を入手したとき31、

見ること、聞くこと、思うこと、知ること、行ずること、認識することができる者となる。

食物を念想せよ。

ChU.Bh目VU.9.1

実に、食物はカより偉大である。カの原因たる性質があるからである。 何故に食物にはカ

の原因である性質があると言われるのか。力の原因は食物であるから、それ放に、たとえ誰

でも、十日間の夜の間食べなくて、人は食物の摂取を原因とする力の損失によって死ぬ。も

し死ぬことがなくても、しかし生きていたとしても、実に、 一ヶ月間食べていない者たちで

も生存していることが見られるからである。そのとき、彼は生きているけれども見ることが

できない者である、 師匠についても〔見ることができない〕。実に、それ故に|li-Iけない者であ

る云々というように、全て前 (ChU.VII心と反対になる。

しかし、たとえ何日も食べていなくて、見ることなどの行為ができないでいる者でも、食

物を入手している者は、入手とは取得することであり、食物の獲得という意味である。それ

(食物の獲得)を有するようなその人が、食物を入手している者である。入手 (ay幼)という

これは、音の変化(閣制vyatyaya)による〔不正規形〕であり、 athannasyayaiという読みの場

合でも、全く同様の意味である。見ることができる者云々という結果を聞くからである。実

31 [ChU.1934J [Up.1964Jではathannasyayaiとある。文法的には誤りであるが、シャンカラの註釈によ

れば原文としてはatJ巾111ぉ'yayaiが正しいようである。
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に、食物を摂取したとき、見ることなどの能力が見られるから、それ(制対)が獲得されない

ときはそうではない。放に、食物を念想せよ。

ChU.Vll. 9. 2 

食物がプラフマンであると念想する者は、 実に、彼は食物と飲み物を有する諸々の世界に

到達する。食物の及ぶ限り、 そこにおいてこの者にはその範囲での自由な行動がある。 食物

がプラフマンであると念想するその者は。

【ナ】尊師よ、食物より偉大なものはありますか。

【サ】実に、食物より偉大なものがある。

【ナ】尊師はそれを私に話したまえ。

ChU.Bh.Vll. 9. 2 

そして、〔念想の〕果報として、実に、彼は食物を有する、たくさんの食物を有する、そし

て飲み物を有する、たくさんの水を有する、食物と飲み物は常に結びついているから、諸々

の世界に到達する。〔他は〕前と同様である。

ChU.Vll. 10.1 

実に、水らρは食物より偉大である。それ放に、盟かな雨が降らないとき 「食物が少な
くなるだろう」と〔考えて〕、諸生気が他康を損なう。しかし、些かな雨が降るとき「食物が

多くなるだろうJと〔考えて〕、諸生気が歓喜する。実に、この大地はこの凝固した水であり、

空、天、山々 、 神と人間たち、諸々の家畜、諸々の鳥、草と樹木、諸々の獣、昆虫と蝶と蟻

に至るまでは、これらは凝回した水に他ならない。水を念想せよ。

ChU.Bh.VII. 10. 1 

実に、水は食物よ り偉大である。食物の原因たる性質があるから。そのようであるから、

それ故に、ある時期において、盟かな雨が、穀物にとって有益で、吉兆の印である雨が降ら

ないとき、そのとき諸生気は健康を損なう、苦しむ。どうしてかという と、 今年は食物が私

たちにとって少なく、より他少に、なるだろうと答える。しかし、さらにまた、豊かな雨が

I(寄るとき、そのとき、諸生気が、諸々の生物が、歓喜する、幸福に、喜んだ状態になる。食

物が多く、 実り豊かになるだろうと〔考えて〕。凝固した食物には、水を起源とする性質があ

るから、これらは凝固した水に他ならない。個々の凝固した形相として変化したものである
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ので、この大地は、まさに凝固した〔水であり〕、空などは、凝固した水に他ならなし、から、

水を念想せよ。

Chu.vn. 10.2 

水がプラフマンであると念想するその者は、 一切の欲望の対象を得て、満足する。7Jくが及

ぶ限り、そこにおいてこの者にはその純凶での自由な行動がある。水がフ'ラフマンであると

念想するその者は。

【ナ]尊師よ、水よりも偉大なものはありますか。

【サ】実に、 7tくよりも偉大なものがある。

【ナ]~~:師はそれを私に話たまえ。

ChU.Bh.Vll. 10.2 

〔念想の〕架線として、yJ<がプPラフマンであると念想する者は、 一切の似;望の対象を得る。

欲望の対象となるj杉あるものを〔得る〕、という怠l床である。そして、満足には水を起源とす

る性質があるから、ヌJ<を念註!することよって満足する。他は (，iijと〕問機である。

ChU.VII. 11. 1 

実に、光熱(tcjas)は水より偉大である。従って、実にそれ(光熱)はJ!litを抑制して雌空を

満遍なく熱する。そのとき人々は 「燃えるように熱い。焼け付くように熱い。雨が降るだろ

う」と言う。光熱こそ最初に現れて、それから水を生みだす。〔また、〕そのような(熱として

の)それ(光熱)が〔あると〕、垂直方I!'比水平プ'jj!.)への雷光をwって市I!sが蹴く。それ故に
人々はfC雷光が)閃く。〔宙1114が)I![~る 。 1:l'îが|得るだろう 」 と 言 う 。 光熱こそ最初に現れて、

それから水を生みだす。光熱を念想せよ。

ChU.Bh.VIJ. 11. 1 

実に、光熱は水より{l拡大である。光熱には水の似因たる性質があるからである。どうして

水の原因たる性質があると言うのか。光熱は水の起源てeあるから、それ故に、従って、 実に

それは、光熱は、風を抑ImlJして、妨げて、自分自身によって風を不動にして、虚空を満i.I!!iな

く熱する。虚空に行き渡って熱すると きに、そのとき人々は、山町の人々は、「燃えるように

熱い、 一般的に生類は〔光熱で〕苦悶する。焼け付くよ うに熱い、〔光熱は〕身体を 〔苦しめ

る〕。放に、雨が|侮るだろう」と言う。'J!に、世IIIJにおいて認められたから、原因が整ったこ
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とを見た人には、結果があるだろうという認識がある。光熱こそ最初に、自身を表して、亙

れて、それから、直後に、水を生みだす。放に光熱は水を生みだす者であるから水より偉大

である。

さらにまた、そのようなそれ伐熱)は、まさに光熱は稲妻という形で雨の原因となる。

どのようにか。垂直方向と、垂直方向に行く、水平方向への、水平に進む、i白光を伴って、

一緒に、笛l鳴が、首のゴロゴロl鳴る音が、轟く。それ放に、それを見ることにより、世間の

人々 は、 「〔雷光が〕閃く。〔雷攻防，)鳴る。雨が降るだろうJと言う云々が言われた意味であ

る。放に、光熱を念惣せよ。

ChU.VU. 11. 2 

光熱がプラフマンであると念想するその者は、光熱を有する者である。彼は光熱を有し、

が11きを有し、聞が打ち払われた諸世界に到達する。光熱の及ぶ限り、そこにおいてこの者に

はその範囲での白山な行動がある。 光熱がプラフマンであると念恕するその者は。

【ナ】尊師よ、光熱より偉大なものはありますか。

【サ]実に、光熱よりがよ大なものがある。

【ナ】尊師はそれを私に話たまえ。

ChU.Bh.VfI. 11. 2 

そのような光熱の念想の果報として、〔彼は〕光熱を有する者となる。そして、実に、光熱

を有し、榔きを有し、光明を有し、聞が打ち払われた、 外的及び内的な無知などという闘が

取り除かれた、諸世界に到達する。他は直接の意味である。

ChU.VII. 12. 1 

実に、虚空(誌aSa)は光熱より伶大である。実に、虚空の中に太陽と月の両者、雷光、昼々、

火がある。人は鹿空によって呼ひ.かける。人は峰三空によって聞く。人は虚空によって答える。

人は虚空の中でt前足する。人は虚空の中で満足しない。人は厳空の中で生まれる。人は虚空

に向かつて生まれる。虚空を念恕せよ。

ChU.Bh.YU. 12. 1 

実に、虚空は光熱より偉大である。虚空には風と結びつけられた光熱の原因となる性質が
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あるからである。「風を抑制してJ32というように、風は光熱とともに述べられるので、ここ

では光熱とは別に述べられることはない。突に、世間において原因は結果より偉大であると

見られる。 宙などよ り粘土 〔が{~伏である〕ように、そのように虚空は風と結びつけられた

光熱の原因である。それ故に偉大である。

【11¥1]どうしてか。

[答]実に、雌空の中に太陽と月の両者、 〔これらは〕光熱という現象を有する、また、雷光、

単々 、火がある、光熱という現象を有するものは、!主空における内部のものである。そして、

何かの内部にあるようなもの、それは僅少であるらIpam)。もう一方は 〔それ〕より偉大で

ある (bhuyas)。さらにまた、 人は雌空によって呼びかける、誰か (x)が誰か (y)に 〔呼び

かける〕。そして呼びかけられたYは虚空によって聞く。そしてXがかけた言葉にYが答え

る。人は虚空の中で満足する、互いに全員が楽しむ。そして同様に人は虚空の中で満足しな

い、安などが不在であるとき〔満足しない〕凡人は鹿空の中で生まれる、実体的なものに

よって妨げられているときには〔生まれ〕ない。そのように、虚空に向かつて、目指して、

芥などが生まれる。その逆はない。放に、虚空を念想せよ。

ChU.VII. 12.2 

虚空をブラフマンであると念想するその者は、実に、彼はl韮空を有し、光明を有し、邪l躍

もののない、広い空間を有する世界に到達する。雌空の及ぶ|股り、そこにおいてこの者lこは

その範囲での自由な行動がある。虚空をプラフマンであると念恕するその者は。

【ナ]尊師よ、虚空より{拡大なものはありますか。

{サ】実に、応空より偉大なものがある。

【ナ]V/f.師はそれを私に話したまえ。

ChU.Bh.VII. 12.2 

〔念想の〕民報を|封|きなさ し益。実に、彼は、知l者・は、 I.f~空を有し、広さ を耐えた、光I!Ilを

有する世界に〔到達する〕。光明とl.illt空には常住な結合があるからである。そして、光明を有

)2 ChU.VU. 11. 1 

J} }:伝さをと妥の|民|係について、 BλU.1.4.3では以下のように説かれる。

実に、 それは全く満足しなかった。それ放に、人はIjl~でいるならば満足しない。それは第二のもの

を欲した。それは抱擁している夫婦と同じく らいの大きさであった 〔ので〕、それはこの身体をこつ

に分割した。それから、夫と妥とが生じた。それ故に、ヤージュニャウ.アノレキャは「我々 二人はこの

)HP]れのごとくである」と確かに言っていた。それ殺に、 この虚空はまさに姿によって満たされる。

〔夫は〕彼女(姿)と伯弐した。それによって人1111が生まれた。
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し、邪魔もののない世界に〔到達する〕。邪魔もの(問仙硝叫)は邪魔するもの(削凶四1町)

である。邪!濯ものは互いの苦痛である。それがない、邪魔もののない、広い空間を有する、

広い行動 〔範囲〕を有し、広く歩き回ることができる世界に、到達する。虚空の及ぶ限り云々

は〔前で〕 言われた。

ChU.VII. 13. 1-2 

実に、記憶 (smara)34は雌空より偉大である。それ故に、多くの人が座っているときでも、

想記していなし、(nasmaranto)なら彼らはいかなるものも聞かず、思わず、認識しないだろう。

実に、彼らが想起するとき、そのとき彼らは聞き、思い、認識するだろう。実に、記憶によ

って彼は息子たちを認識し、記憶によって諸々の家畜を〔認識する〕。記憶を念想せよ。

記憶をプラフマンであると念想するその者・は、記憶の及ぶ限り、そこにおいてこの者には

その範囲での自由な行動がある。記憶をブラフマンであると念想するその者は。

【ナ】尊師よ、記憶よりも偉大なものはありますか。

【サ】実に、記憶より伴大なものがある。

【ナ】尊師はそれを私に一話したまえ。

ChU.Bh.VII. 13. 1-2 

実に、記憶は虚空より偉大である。記憶とは悲I起することらnara加111)であり、内的器官

の特質 (antal.tkar.:u:mdhann幼)である。それ(記憶jは虚空より偉大であると、 (bhuyasの〕伏

).1 smaraは、 ChU.Vlllでは以下のように「但起Jの意味で用いられている。また、 ChU.Bh川1.1.2では

「学ぶ (adhy'αni)Jの註釈と して「記憶する (smru古川)Jを意味している。

ChU.VUl. 12.3 (この他BλU.Y.15.1参照)

まさにこのように、この(心の)静穏なるものは、この身体から起き上がって鼠高の光l切に迷してか

ら、自らの形態によって現れる。それが段高の人I::J(アートマン、 cf.ChU.vm.3.4)である。諸々の

女や事や親戚と共に、 笑いながら、楽しみながら、満足しながら、附属物たるこの身体を想起するこ

とのないまま (nasm胴 n)、それはそこを動き回丸事を引く!fvJ1勿が荷車に繋がれているように、ま
さにそのように、この生気はこの身体に擦がれている。

ただし、このChU.VTI.13では、 今西 [1979，pp. 17・18JやOlivelle[1998， p. 565Jが解釈するように、こ

れを 「意識の集中」とも解収できる。またこの場合、 Olivelle[1f.1]が指摘するように、このsmaraの意味

がパーリ仏典における saLJに近づいていることは興味深〈、注目すべきであろう。また、このように特別

な意味を持つであろう smrtiはChU.VII.26. 2にもみられる。これについては今後の研究t別組としたい。
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法上の)性を変化させることによって見られるべきである。想起することがあるとき、想起

する人にとっては、虚空などの一切は芯l床のあるものである。想起することを伴うものが享

受されるからである。しかし、想起することがないとき、笑在であってもまさに実在してい

ない。実在性の結果が生じないからである。また、憶念 (srnrti)が存在しないとき、実在性

は虚空などに到達することができないので、それ故に、想起することは虚空より偉大である。

世間において、 惣起することは偉大であると見られるから、それ故に、集まった、多くの人

が、 ーカ所に、座っている、近くに坐する、ときでも、そこて'座っている彼らは、互いに話

したことをも、想起していないとすれば、彼らはいかなる、 言葉を、聞かず、 問機に、思わ

ないであろう、思われるべきことを。想起しているとすれば、そのとき思うだろう。〔しか

し〕憶念が存在していないので思わないだろう。同様に、彼らは誌報しないだろう。

実に、彼らが想起するとき、 思われるべき ことと、認識されるべき ことと、 聞かれるべき

ことを、そのとき彼らは1l.Hき、 思い、認識するだろう。そのように、実に、記憶によって、

「彼らは私の息子たちである」と、息子たちを認識し、記憶によって諸々の2反省を (1これは

私の家畜であるJというように認識する〕。故に、的大性があるから、記憶を念想せよ。他は

述べられた意味を有する。

ChU.Vll. 14. 1 

実に、 期待(踊)は記憶より俳大である。実に、 Wl待によって火をつけられた記憶(泌氏ldho

vaisrnaro)は、諸々の型句を学び、諸々の祭式行為を行い、息子と家畜を求め、この世とあの

世を求める。 WI待を念想せよ。

ChU.Bh.Vll. 14. I 

実に、 期待は記憶よ り伸大である。 JVI待とは、得ていないものに対する欲求 (apmptavastv-

泳泊ゆ)であり、則待、渇愛(tr.!Qa)、欲望(凶na)という複数の同義語によって人々がこれ

を話す。そしてそれ側待)は記憶よりf#大てある。

【間】どうしてか。

【答】実に、内的Rfi官に存在する期待によって、人は想起されるべきことを想起するからで

ある。期待の対象たる性質を有するものを想起しているもの、それが記憶である。放に、 JUI

待によって火をつけられる、 JVI待によって増大したものが記憶となる。想起している者がリ

グ 〔・ウeエータつなどの、諸々の聖句を学ぶ。そして学んでから、バラモンたちからその意

味と諸々の儀則を聞いて、諸々の祭式行為を行う。実に、その果報に対する期待によって、
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息子と家畜を、 祭式行為の果報として生じたものを、求める、願う。期待によってのみ、そ

の諸々の達成手段を実践する。そして、この世界を、期待によって火をつけられた想起して

いる者のみが、世界を把捉する原因によって、求める。そして、あの世界を、期待によって

火をつけられた想起している者が、その述成手段を笑践することによって、求める。放に、

各々の生物においては、世界は、期待という紐でつながれ、記憶と虚空に始まり名称を終わ

りとして、現状(数厚長状)になっている (α山ibhu凶11)35。放に、 JIIH寺は記憶よ りも偉大である

ので、それ放にjUI待を念想せよ。

ChU.VIJ. 14.2 

期待をプラフマンであると念想するその者は、期待によって彼の一切の欲望が此就する。

実に、彼の懇願は虚しくならない。JUI待が及ぶ限り、そこにおいてこの者にはその範囲での

自由な行動がある。期待をプラフマンであると念想するその者は。

【ナ]尊師よ、 JUJ待よ り偉大なものはありますか。

[サ】実に、 JVI待より偉大なものがある。

【ナ】尊師はそれを私に話したまえ。

ChU.Bh.VII. 14.2 

さて、期待をプラフマンであると念想する者、その者にとっての果報を聞きなさい。 ~~.に

念想されていた期待によって彼の、念恕する者の、一切の欲望が成就する、成就に到る。実

に、彼の懇願は、全ての熱望は、虚しくならない、熱望された一切のもの、それが必ず生じ

るという意味である。 1Ul1寺が及ぶ限り云々は前と問機である。

ChU.Vll. 15. 1 

実に、生気 (pr古川)は期待より偉大である。あたかも、〔車輸の〕輯(スポーク)が む巨の〕

)$ r現状になった (ωknohUla)Jは、この他、 輪廻を表す場而でもHIいられる。
BλU.Bh.VI. 2.16 
それから、煙などによって、繰り返し、次はソーマの世界(月)へ、再びこの世界へというように、

このように彼らは、祭式を行う者l柑献する。水車のように、環状になった (cak耐 lula)彼らは当て

なく術史う、という窓味である。

プラフマンを知らない限り、北方の巡やIUIl時の解脱を欲している人は輸廻し絞ける、と言われる。

従って、 シャンカラは期待によって繋がれた記憶から名称までのljJ:羽が循環構造を為すと解釈している

と考えられる。
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椴(ノ、フ・)に回定されているように、そのようにこの生気に一切は固定されている。生気は

生気によって動く。生気は生気を与える。〔生気は〕生気に与える。実に生気は父である。生

気は母である。生気は兄弟である。生気は姉妹である。生気は先生である。生気はバラモン

である。

ChU.Bh.VU. 15. 1 

名称に始まり期特に終わるものが、結果と原因たるものと して、また原因と原因に基づく

ものとして、順次に、より偉大であるものとして確定された、憶念を原因とする実在は、つ

まり期待という紐や制によって〔数珠状に〕辿結された一切は、全面的に、挫の繊維(璃糸)

のように諸々の紐によって生気に固定されている。そ して 〔一切は〕、全面的に遍満し内外に

及んだこのようなものによって、糸でつながれた多数の宝珠のように、糸によって結ばれ、

維持されているのであるが、そのようなこの生気は期待より偉大である。

どうしてそれ(生気)は偉大であるのかということに対して、実例によって、それの偉大

性を立証しつつ言った。あたかも、世間において、車輪の輯(スポーク)が、車の、殺し、ブイ7

に固定されているように、取り付けられた、つまり交わったということである、そのように、

この、個別的なものの集合体である生気に、智郡としてのアートマンであり、身体を有する、

主要なものであり、そこにおいて最高のや11絡が、名称と形態ヘチ〉化するために、鏡などにお

ける像のように、生命としてのアートマンとして入り込んだ〔ところである生気に、 一切は

固定されている〕。そして、偉大な王に属する総司令官のようなもの(生気)は支配者に属す

る(酌航路ya)oi誰が出て行くときに、私は出て行くのだろうか。あるいは、部:がと どまると

きに、私はとどまるのだろうか。彼は生気を流出した (kasminn出削叫raniautk巾1tObhavI.¥;yami 

kasmin va prat刷llteprali~リ1ãsyãmïti叫耐m明日la)J J6と天啓盟典にある。しかし、それは影の如く

に支配者に付き従う。

「例えば、車輪の縁(リム)が輯(スポーク)に固定され、 i師(スポーク)が椴(ノ、ブ)に固

定されているように、まさにそのように、この外的存在の嬰紫は諸々の智怨の要素に固定さ

36 Pras附 -UpanI.阿I.VI.3-4

彼lま考{誌を為した。iii佐が出て行くときに、私は出て行くのだろうか。あるいは、誰がとどまるときに、

私はとどまるのだろうか (kぉminnah創nutkrZUlla u血rZUlIObhavi~yfuni kasmin vu prati~\h ite prali~小ãsYdn制 鈎

P耐酬明ata)oJ

彼は生気を流出した。 生気から信念、成空、ØQ..光、水、大地、感覚~~宿、 Q、食物を、f，Æオ均から力、熱、

諸盟旬、祭式行為、務世界を、諸世界において名林を〔流出した〕。
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れていて、諸々の智慧の要素は生気に固定されている。そのようなこの生気こそが智慧とし

てのアートマンである(凶同araUl町制unem四 p叩地凶V31宮町itaevame閣 tabhu凶叫凶1>p町na・

m扇面V岬地問自ama耐 p南le・中i叫 |鈎叩praJ:!aeva問自aU11a)J 37とカウシータキ〔 ・ウパニシャ

ツド〕にある。放に、このようにこの生気に、 一切は、 言われたよ うなものは、回定されて

いる。放に、そのようなこの生気は、他に依存しないものは、生気によって、自身のカによ

ってのみ、動く、行くことなどの行為において、この(生気の)能力は{也が為したものでは

ない、という意味である。 一切の行為と行為主体と結果の区別の類のものは生気のみにある

のであり、生気の外にはない、というのがこの文脈の怒味である。生気は生気を与える、〔生

気が〕与えたもの、それはまさに自分自身である。何かに与える。それもまた生気にである。

故に父などと呼ばれるものもまた生気に他ならない。

ChU.Vll. 15.2 

もし人が父に、あるいは母に、あるいは兄弟に、あるいは姉妹に、あるいは先生に、ある

いはバラモンに、紛路なく何か口答えのようなものをしたならば、人々は「おい、お前は恥

を知れJとその人に言った。「実に、あなたは父殺しである。笑に、あなたは母殺しである。

笑に、あなたは兄弟殺しである。実に、あなたは姉妹殺しである。実に、あなたは先生殺し

である。実に、あなたはバラモン殺しである」と。

ChU.Bh.Vll. 15.2 

どうして父などの言葉には、 一般に認められる意味を捨てて生気の対象となる性質がある

というのか。こう言われる。生気が存在するとき、父などにおいて、父などの言葉の使用が

あるからである。そしてそれ(生気)が出て行くとき、 使用はないからである。

)7 Kall$iraki-(和nl$adll1.8

. 実に、 そのようなこれら十の外的作在の嬰紫は、智慾に|見Iìiliして〔有在して〕 いて、 十の智怒の~索は

外的存在に関述して〔存在して〕いる。実に、何となれば、外的存在の要紫治Z存在しないならば、智主主の

~紫は存在しないだろう。 あるいは智怨の!&i紫が存在しないならば、 外的存在の要素は存在しないだろ

うからである。何故なら、両者のうちの片方によってでは、どのような形態も成立し得ないからである。

しかるに、このようなそれは個別的に 〔存在しているの〕ではない。例えば、耳鳴の縁(リム)が頼(ス

ポーク)に固定さオ1ヘ細(スポーク)が殺(ハプ)に固定されているように、 まさにそのように、この外

的存在の要素は諸々の智惣の要紫に悶定されていて、諸々の智愁の要3艇は生気に悶定されている。その

ようなこの生気こそが智慾としてのアー トマンであり (tadyaUla raulas戸時unemir抑 itonabhav arJ. arpi偏

CV削 evaitabhu凶歯H宣I)p吋日an曲加岬叫I.lP吋拍natr量I)p耐leゆi助|姐叩pll勾aevapr司joaU11a)、飲醤であ

り、不老であり、不死である。ー
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【間】どう してそう言ったのか。

【答】人が、誰かが、父などのうちの一人に、もし、彼に、路路なく、その人にとって相応

しくないようなことを、何か、お前呼ばわりなどに|刻した言葉を、口答えをした、そのとき、

彼に、近くにいる分別ある人たちが、言った。「おい、お前は恥を知lれ。おい、お前は恥を知

れJというようにである。「実に、あなたは父殺しである。」父の殺由者である云々というよ

うlこ。

ChU.VIl. 15.3 

しかし、もし生気が11-¥て行った彼らを、火かき様を使って、 一遍に焼き尽くしても、尖に、

人々は彼を父殺し、母殺し、兄弟殺し、白li!l;l殺し、先生殺し、パラモン殺しとは言わないだ

ろう。

ChU.Bh.VII. 15.3 

しかし、実に、生気が11¥て行った彼らを、身体の支配者が離れた者を、火かき棒を使って、

一遍に、まとめて、焼き尽く しても、分担11して(叩ltyas卯)38焼いてしまっても、 一週にかnil
分的にかなどのやりプjによって焼くという特徴を有するとても残虐な、まさに彼らの身体に

!刻する行為を為している彼を、人々は父殺しなどと言わないだろう。それ故に、父などと呼

ばれるものは生気に他ならないというこのことが、肯定的随伴と再定的随伴(加川ya-

vyalirckabhyJm)によって理解される。

ChU.VII. 15.4 

何故ならば、生気こそそれら一切であるからである。実に、そのような彼、つまりこのよ

うに見る者、このように思う者、このように認識する者は雌弁な者 (ativadi)となる。もし人々

が彼に「あなたは雄弁であるか」と三・うならば、「私は雄弁であるJと言うべきである。それ

を否定するべきではない。

ChU.Bhvrr. 15.4 

それ故に、何自主ならば、生気こそそれら、父など、 一切、動くものと動かないもの、であ

るからである。そのような彼は、生気を知る者は、このように、 言われたようなやり方で、

見る者、果報として出型験する者、このように思う者、諸々の理解を伴って思脂する者、この

珂 「分別して (vyatyωya)Jは [Up.19ω.p. 558]において、 avayavanviblllyyct:戸lrth幼と註記される。
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ように認識する者である。諸々の理解に関連づけて、「突にこのようであるJと決定を為す者

という意味である。思考と認識とから生じた聖典の意味は、決定したものであると見られる

だろう。故にこのように見る者は、雄弁な者となる。名称を始めとし、期待を終わりとする

ものを超えて語る気質を有する者であるという意味である。

もし人々が彼に言うならば、もし、このような雄弁な者である彼に、常にあらゆる言裁に

よって、名称を始めとし期待を終わりとするものを超えて現存している生気をそのように語

り、そのように見る〔彼に〕、すなわち〔それらを〕超えて語る気質のある、つまり雄弁な彼

に、実に 「私は、プラフマンを始めとし柱を終わりとする世界にとっての生気て・あり、アー

トマンである (brnlUll細血mb叩町加凶抑hijaga叫p耐aaunaham) Jと言う者に、もし 「あなたは

雄弁であるか」と言うならば、 「確かに、私は雄弁である」と言うべきである。それを否定す

るべきではない。どうして彼は否定しょうか。何故ならば、一切の支配者たる生気を、この

者は 「私は 〔アートマン〕である」というように、アー トマンとして理解しているからであ

る。
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